NMC　５月　月例会(モダンとコンテンポラリ－アートの見学)報告　

１．５月３０日（日）

２．見たところ

(1) 六本木ヒルズのパブリックアート

(2) 森美術館

（１）ジュン・グエン・ハツシバ展（JUN　NGUYEN―HATSUSHIBA）

(２)カバコフ夫妻展（ILIYA　AND　EMILIA　KABAKOV）

(３) MoMAニューヨーク近代美術館展

(3) 新宿アイランドアイランド　パブリックアート

3．説明した人

　　六本木ヒルズと森美術館は　南條史生氏　森美術館の副館長

新宿アイランドタワーは　長田哲征氏　

ナンジョウ　アンド　アソシエイツ(株)代表

４．　今回見た最大公約数は　モダンとコンテンポラリー　アートです。

南條氏の専門分野は環境と建築とアートの融合の中で自分を主張していくその底辺に人間の心を踏まえた思考と行動の発露と推われます。少なくともこの分野のトップの一人です。

　まずは見た順番から　報告しましょう。

（1） 六本木ヒルズのパブリックアート

　　　問題になった回転ドアの前にある蜘蛛と、人の５～６倍はあろうかと思われる赤いバラの共通項は巨大と具象彫刻だ。

それ以外はモダンとコンテンポラリーアートです。

　　この２つ以外は何処にあるのでしょうか。六本木ヒルズを貫くけやき通りの歩道に置いてある椅子や小さな公園には一寸変わった滑り台があるから先ずは行って、見て、すわって感じてください。

· これらを尋ねるには、案内図を手に入れましょう。

B２のインフォメーションセンターで配置図を請求しましょう。巡るついでに毛利庭園も見られますし、休日にはいろんなイベントにも

遭遇します。

本題に戻って、この中で触れておきたい椅子があります。真鍮パイプを２４本束ねて無限大の形・８の字を横にしたベンチでもプランターでもパーゴラでもない　徐々に無限のループは広がっていき・・・と作者は言うが備え付けたら使う側が神様です。

好きなように使ったらよいのだが誰も座ってもいないし触ってもいない。

その脇にベンチとテーブルが置いてあるし、パイプに挟まれない様にと注意書きがあるから尚更です。

もう１つ、日比野克彦の椅子はいつごろの作品か知らないが彼の発言

とは裏腹に個性を感じるものではなかった。芸大助教授という肩書きを使わないでアーティストを使っている。その狙いは芸大という伝統の殻に縛られることなく幅広い主張をしているのだが。

日本橋東急デパートの空き地にとてつもなく巨大なピカチュウが一時的に置かれたその作者が日比野克彦であった。その説明でピカチュウではなく彼の創造物である事を知った。このことが私の意識の中にあるから

余計否定的にしか見ることが出来なかったのだろうか。

吉岡徳仁のクリスタルの四角い庭石をおもわせる椅子がある。何よりも透明感がいいしクリスタルの冷たさを感じさせない近親感がある。

５－１　ジュン・グエン＝ハツシバ展（５２階）

　　　名前で判るようにベトナムの作家。彼が海中で酸素ボンベを背負って絵を書くパフォーマンスを映像で見る趣向。

密閉された水槽の中の引田天功の世界が浮かんだがそれ以上は素人の

理解の外にある分野。インスタレーション分野でしょうか。

５－２　カバコフ夫妻展（５２階）

　　　ロシヤ人夫妻。「あらゆるものの相対性」をテーマにその夫妻が寓話性を全面に取り入れて時系列表現したインスタレーションを大きな部屋の天から地まで一杯に繰り広げた３次元の作品は、見なければわからい。南條氏によるとこの展示のために天井と床を夫々細工したという。面白いとしか言いようがない発想を感じた。行って見て感じてください。

６．MoMAニューヨーク美術館展（５３階）

　　　MoMAニューヨーク美術館が改装中だからこれだけのことが出来たのではないだろうか。個人的には避けてきた分野だが、ある部分納得できた

内容だったのは、イヤホーンで聞く解説は一方通行だが南條氏とやり取りする解説が理解を深めることになった。

赤・青・銀（星条旗を想わせる色）夫々の色紙で包んだキャンデーを

ギャラリーのコーナーに積み上げて、１つずつドーゾとあったから有り難　　　く指示に従った。こういうインスタレーションは理解しやすい。（フェリックス・ゴンザレス＝トレス：アメリカ）

モダンやコンテンポラリーアートを避けている私にとって更にショック

だった２つ。

１つは、ボロ布や針金などゴミ捨て場から拾ってきたとしか言いようが

ない素材を集めて額に収めたもの。（ジム・ダイン：アメリカ）

もう１つは、アーティストが来日したときレクチャーをして黒板に書いた図形や文字が作品だという。

黒板が一杯になると次から次へと瞬時に新しい黒板に取り替えたという。

聞いていた人が飛び出してきて意見を書いた黒板は無価値なんだという。

因みにこの黒板一枚がウン千万円だそうです。

コンテンポラリーアートがこの世界にキチンと存在を示すことになって

きているが、それぞれの作品の位置付けは歴史の評価を待たねばならない。

素人をわきまえつつ発言すると、行き過ぎた商業主義の典型といいたい。（ヨーゼフ・ボイス：ドイツ）

６．新宿アイランドタワーのパブリックアート

　　作品をまずは見て触って感じてください。

どう感じるかはその人次第ですから。

　　建物の内外に展示する作品の作家を選んでどんな作品にするか

コーディネートしたのが南條氏である。

発注者が都市整備公団でありこれだけ大規模な仕事は初めての同氏にとってエポックメーキングになった。そして最近作が六本木ヒルズの作家選定に

つながっている。

タワーのエントランスから入ると廊下が奥に通じているその外側にインスタレーションがある。日本人の作家であることが即座にわかる。

日本家屋の中庭の仕掛けそのものを西洋建築に持ってきたことがわかる。

「作り手と見る側が日常生活の場で密接な関係を築くこと」

この表現は判りにくいモダンやコンテンポラリーアートを説明する場合に時として使われるが、歴史的に絵も彫刻も同じ狙いを持っていた。

たとえば旧教では偶像崇拝を禁じていたが布教を目的にキリストやその聖人たちを絵や像にして信仰の対象として大衆に近づけたのが始まりで王侯貴族の手から今では身近なものになった。

難しい理論や分類は評論家に任せて、作り手はその感性で表現するし

見る側も自分の感性で見る。難しい理論や分類は評論家に任せましょう。　

　　　

この企画でモダンやコンテンポラリーアートに少し近づくことが出来たのは私だけではないと思います。

御多忙の中、作品解説を南條史生副館長、長田哲征代表を特別に煩わしましたこと、そしてこの企画幹事の大藪元宏氏に心から感謝します。

尚、この報告はNMCホームページに在りませんでしたのでその役を

素人ながらかってでました。

もう一度繰り返しますが、行って、見る、さわれるものはさわるそしてじかに感じるのが一番です（室内展示はさわらないのが原則です、蛇足ながら）。そしてその感じたものを交換しましょう。

経営コンサルタント　岡田和久　ornda5jp@yahoo.co.jp
（２００４．６．２１）

